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　８月４日、田沼中央

公園で、たぬまふるさ

と祭りが開催されまし

た。

　このお祭りは ｢子ど

もたちにふるさとの楽

しい思い出をプレゼン

トできるように｣ と、

地元の商工会の青年部

主体で企画・運営され、今年で３７回目を迎えま

した。

　ステージでは、太鼓や大道芸など楽しい催し物

が行われ、｢どまんなか総おどり｣ では、踊りの団

体に加え、飛び入り参加者など数百人が参加し、

やぐらを囲んで心を一つに踊りました。

　フィナーレは今回が初めてとなる花火が打ち上

げられ、思わぬサプライズに歓声があがりました。

　８月１０・１１日の両日、佐野駅周辺で第２１回さの秀

郷まつりが開催されました。

　初日の１０日には城東中学校で｢秀郷流流鏑馬｣が行われ、

会場を訪れた皆さんは、馬の豪快な走りや射手の弓さばき

に見入っていました。

　夜には市民総踊りが行われ、駅前通りいっぱいに広がっ

た約１，５００人が、この日初披露されたさのまる音頭など

を踊りました。

　また、会場には「さのまる」をはじめとした１２のご当地

キャラや、佐野ブランド大使・ダイアモンド　ユカイさん

が訪れ、お祭りを盛り上げました。

　２日目には神輿・おはやしの巡行などを開催。担ぎ手た

ちの勇壮な掛け声のもと、１０の神輿・３基のおはやしが

市内を練り歩きました。

　両日にわたって盛り上がったお祭りは、｢さの秀郷太鼓保

存会｣ の皆さんの力強い太鼓の演奏のもと、終わりを迎え

ました。

　ご参加・ご協力いただいた皆様、ありがとうございました。

第２１回
さの秀郷まつり

第３７回　たぬまふるさと祭り 第２０回　みかも山大文字焼き

　８月１５日

夜、黒袴町の

みかも山西側

斜面で、みか

も山大文字焼

きが約１時間

にわたり、開

催 さ れ ま し

た。

　「小京都・佐野にふさわしい行事を」と地元消防

団が京都の五山の送り火にならって始めた催しも、

今年で２０年を迎えました。

　午後７時に点火され、山肌に縦８０ｍ・横６０

ｍにわたるオレンジ色の「大」の文字が浮かび上が

ると、田んぼを隔てた佐野工業団地会館の見物会

場では、訪れた皆さんが大きな歓声をあげていま

した。

佐野工業団地会館から見た大文字焼き
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田沼福祉コミュニティセンター
人権講演会

　

仕
事
が
嫌き

ら

い
な
男
を
ジ
ジ
オ
コ
と

い
っ
た

　

ま
じ
め
に
よ
く
働
く
人
を
カ
セ
ギ
モ
ン
、
ハ
タ
ラ
キ
モ
ン

と
い
い
ま
す
が
、
や
や
軽け
い
べ
つ蔑
の
意
を
込
め
て
カ
セ
ギ
ヤ
、
カ

セ
ギ
ニ
ン
な
ど
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
と
は
反
対

に
、
年
齢
的
に
若
い
の
に
、
年
老
い
た
お
爺じ
い

さ
ん
の
よ
う
に

働
か
ず
、
毎
日
ぷ
ら
ぷ
ら
し
て
い
る
よ
う
な
人（
男
）を
ジ
ジ

オ
コ
と
い
い
ま
す
。

　

昭
和
の
初
め
頃
ま
で
は
、
養よ
う
さ
ん蚕
が
盛
ん
で
、
多
く
の
農
家

で
蚕
か
い
こ
を
飼
っ
て
い
ま
し
た
。
蚕
が
成
長
す
る
過
程
に
、「
眠み
ん

」

が
あ
り
、
こ
の
間
は
静
止
状
態
に
な
っ
て
、
桑
の
葉
も
食
べ

ず
眠
り
の
状
態
に
は
い
り
ま
す
。
眠
り
が
終
わ
る
と
脱
皮
が

始
ま
り
ま
す
。
こ
う
し
た
行
為
を
４
回
繰
り
返
し
た
の
ち（
４

眠
）、
口
か
ら
糸（
絹
糸
）を
吐は

き
、
繭ま
ゆ

を
作
り
始
め
ま
す
。
蚕

は
皆
同
じ
よ
う
に
成
長
す
る
と
は
限
ら
ず
、
育
ち
の
遅
れ
る

蚕
も
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
蚕
を
オ
ク
レ
ッ
コ
と
い
い
ま
す

が
、
中
に
は
食
べ
る
だ
け
食
べ
て
大
き
く
生
長
し
て
も
、
繭

を
作
ら
な
い
食
い
逃
げ
蚕
も
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
役
立
た

ず
の
蚕
を
ジ
ジ
オ
コ
と
い
い
ま
す
、
爺
と
オ
コ
サ
マ（「
蚕
」に

対
す
る
尊
敬
語
）の「
オ
コ
」
が
結
び
つ
い
て
で
き
た
方
言
で

す
。
大
正
生
ま
れ
の
人
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
蚕
に
な
ぞ
ら

え
て
家
に
引
き
こ
も
っ
て
仕
事
も
せ
ず
、
寝
転
ん
で
ば
か
り

い
る
中
年
男
を
ジ
ジ
オ
コ
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
ま
だ
40
、
50
歳
代
の
若
さ
だ
と
い
う
の
に
、
食
べ
る
だ
け

食
べ
て
何
も
し
ネ
ー
モ
ン
だ
か
ら
、
近
所
の
人
は
、
あ
の
男

を
ジ
ジ
オ
コ
だ
っ
て
い
っ
て
ヤ
ン
シ
タ（
ま
し
た
）よ
」

　

か
つ
て
よ
く
使
わ
れ
た
ジ
ジ
オ
コ
は
も
は
や
過
去
の
語
と

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。              

（
市
民
記
者　

森
下
喜
一
）

　小見町の田沼福祉コミュニティセンターにおい

て、８月の人権対策推進市民運動強調月間に先立

ち、７月３０日（火）に人権講演会が開催されまし

た。

　講師に落語家の三遊亭好吉さんをお招きして、

「お隣さんと仲良く、落語の近所付き合いについ

て」と題するお話をうかがいました。

　最初は、だれでも聞いたことのあるような小噺

を、プロの口調で笑いを誘ってから、「寄り合い酒」

という演題の落語をお聞きしました。

　実際に落語家さんから生で落語を聞くのは、初

めてという方もたくさんいらっしゃって、質問の

コーナーでは、手に持つ扇子や手ぬぐいなどの使

い方、好吉さんの毎日の稽古の様子や暮らしぶり

とか、噺家さんたちのユーモアあふれた裏話など

を聞くことができて、和やかな笑いの中にも、あ

らためてご近所付き合いの大切さを学ぶことので

きた講演会でした（市民記者　山口万里子）。

落
語
家
の
三
遊
亭
好
吉
さ
ん
が

お
話
し
て
く
れ
ま
し
た

笹川むもん彫刻展
　８月６日～１１日、

笹川むもん彫刻展が

佐野市民ギャラリー

で開催されました。

　笹川さんは１５年

連続日展入選を始め、

多くの展覧会で賞を

受賞。佐野での個展

は４度目となります。

　赤坂町で生まれた

笹川さんは、高校３年の冬休み、日本のあちこ

ちを旅し、富山の三代目加茂蕃山に１８歳で弟

子入り、井波に移り住んで４０年がたちました。

　井波彫刻は寺社彫刻や住宅の欄間に代表され

ますが、笹川さんの技能は他にも陶芸、現代造

形作品と多彩です。お名前の由来を尋ねると「彫

刻という枠にとらわれず、いろいろなことに挑

戦したいので、『門』を無くした『むもん』と名乗っ

ています」と話してくださいました。

　今回の個展ではその多彩さを裏付けるかのよ

うに“さの市議会だより”の表紙絵が展示され

ました。さの市議会だよりの新年号の表紙は、

２４年前から笹川さんのイラストが採用されて

います。

　昨年開催された「日時計展」同様、佐野出身

でご活躍の方々がたくさんいらっしゃることに

驚かされます。次はどんな方が紹介されるのか

楽しみです（市民記者　永倉文子）。

解説する笹川むもんさん（右）


